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入試日程 B 日程  出題科目名 小論文       

 
１．出題の意図 
課題文の原文は英語である。“Bushido””は、近代日本の社会背景、思想、哲学に関し、西欧

諸国が理解を示す手がかりとなった貴重な文献といわれている。その英語の論文を日本語に翻訳

した『武士道』であるために、やや表現が文語調で、読みにくい文章との印象を否めないが、論

説文としては、その理論構成及び論証が整然となされているものと思われる。 
 解答の指針として、まず課題文筆者の主張を前提として踏まえ、設問において求められた事項

に的確に応答することが必要になってこよう。問題（Ａ）の解答事項については、課題論文の中

に答えが明記されているといってよい。解答者各位の自己の価値観において、課題文を誤解して

読んだり等していないか否かを試す問題である。一方、問題（Ｂ）では、課題文筆者の価値観や

事物の解釈に対する批判的検討を、受験者が展開しうるか否かを測る問題である。ここで注意し

てほしいのは、小論文科目は必ずしも法律に関連する事項の解答である必要はないということで

ある。むしろ、ある見解や意見一般に対する批判眼の有無、支持意見・反対意見の理由づけの十

分さや、論証の手順の適切さこそが問われているのであって、まさに、問われたことは何か、応

答すべき事項は何かを把握できているかが、評価の主要基準となる。さらには、「正直であるこ

と」「誠実であること」という、抽象的な概念から、いかに、具体的な事実を例示し、説得力あ

る論述をなしうるかを、出題者は期待しているといえる。他者の主張を正確に把握する資質を確

認し、他者の主張を正確に把握した上で、その主張のどの部分に賛同し、どの部分に異を唱える

か、そのような議論を発展させる能力を推認するための問題である。社会科学の世界にとどまら

ず、他科学の分野においても、およそ実りある議論をなすことや、成熟した思想、共通見解を実

現するためには、それらの能力は不可欠なものと考えられる。 
 
２．講評 
受験者の解答のうち、課題文の内容を十分に理解できていないものが数点見受けられた。それ

ほど長い文章ではないので、論述の時間を考慮したとしても、一定の時間を割いてしっかりと読

み込んでほしい。課題文を理解できていないと、自然、自己の見解として記述する問題（Ｂ）の

解答となる文章の内容は、課題文の主張に対応していないものになりやすく、その結果、説得力

を欠くものとなりやすい。 
 正直であること、誠実であることが、日常生活や倫理規範の上でどういう意味を持ってくるか

に加え、職業や商業上の行動規範として、それらがどのような結果を生じ、いかなる効果を持つ

かを論じることが、本問では要求されている。新渡戸稲造博士の、「正直は割に合う」ものであ

り経済上の利益につながる、という結論に対して、批判するも賛同するも、可能であろう。また、

主要論述議題のほかに副次的な議題として挙げられている、真実に反する言動も「礼」として時

には必要であるという視点については、それが作用するのは個人の私生活のレベルであるのか、

商業上の取引の場においてもなお妥当するとみるべきか、解答者の重視する価値観によって判断

の分かれる点であろう。 
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 上記の論点を十分に論述したうえで、正直さ、誠実さの中身、内容が、産業界、政治の領域、

哲学分野で、それぞれ異なってよいのではないか、つまり、同一の言語概念も、作用する領域が

異なればその内容は完全に一致しなくてもよいのではないか等の提言をなすに至れば、相応の評

価を得ることになろう。 
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